
 
 

国立大学法人横浜国立大学における研究倫理教育実施計画と研究倫理教育実施具体策 
 

学 長 裁 定 

令和５年３月１３日一部改正 

（令和５年４月１日適用） 

I. 目的 

国立大学法人横浜国立大学（以下「本学」という。）は、「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成26年8月26日文部科学大

臣決定 以下「ガイドライン」という。）を受け、「国立大学法人横浜国立大学における公正な研究活動の確保等に関する規則」（以下「公正研究規則」という。）

を改正し、本公正研究規則第7条に基づき、次のとおり研究倫理教育の実施等に関する計画を策定し、実施する。 

 
II. 責務 

1) 学長 

 本学の公正な研究活動の確保について最高管理責任を負う。 

 「研究倫理教育実施計画」及び「研究倫理教育実施具体策」を策定する。 

2) 公正研究総括責任者（学長が指名する理事） 

 本学における公正な研究活動の確保及び研究上の不正行為の防止に関する事項を総括する。 

 「研究倫理教育実施計画」及び「研究倫理教育実施具体策」を実施する。 

3) 学術研究部会 

 公正な研究活動を確保するための教育・啓発活動の企画立案を行う。 

 その他公正な研究活動の確保及び研究上の不正行為の防止を図るために必要な活動を行う。 

4) 研究倫理教育責任者（部局長） 

 各部局に所属する研究者及び学生に対し、公正な研究活動を確保するための研究倫理教育を定期的に実施する。 

 「研究倫理教育実施計画」及び「研究倫理教育実施具体策」を毎年度実施するとともに、研究倫理教育実施計画等実施状況報告書を翌年度の 4 

月 30 日までに公正研究総括責任者へ提出する。 

5) 研究者（公正研究規則第２条第２項に定める） 

 研究倫理についての認識・意識を深める。 



III. 研究倫理教育の実施等に関する計画 
 

1. 学内の責任体制の明確化 

研究倫理教育実施計画 研究倫理教育実施具体策 

◎ 毎年度始めに、研究者らに研究倫理の体制を周知し、適宜必要な研究

倫理教育を実施し、不正行為の予防に努める。 

 

 

◎ 研究倫理教育責任者の交代後も、後任者に責任・権限について十分認

識させる。 

【研究倫理教育責任者】 

 毎年度、最初の教授会等で研究倫理の体制を周知する。また、研究倫

理教育を初めて受ける研究者等へ適切に教育を実施する。 

 
【研究倫理教育責任者】 

 研究倫理教育責任者の交代時には、十分な引継ぎを実施する。 

 

 

2. 不正行為を抑止する環境整備 

研究倫理教育実施計画 研究倫理教育実施具体策 

◎ 本学の研究倫理教育実施計画及び研究倫理教育実施具体策並びに行動

規範について、認識の向上を図る。 

 

 

 
 

◎ 本学及び研究倫理教育責任者が提供する研究倫理教育を研究者に対

し定期的に実施し、本学に所属する常勤教員及び研究に従事する非常

勤職員に対してはその内容の理解に関する誓約書を提出させ、意識向

上を図る。 

【研究倫理教育責任者】 

 研究倫理教育責任者は、研究倫理教育実施計画及び研究倫理教育実施

具体策並びに行動規範についてリーフレット等で周知徹底し、研究者

の認識の向上を図る。 

 
【研究倫理教育責任者】 

 研究倫理教育責任者は、研究者に公正な研究活動に関する基本的事項

を理解させ、意識を向上させるため、本学及び研究倫理教育責任者が

提供する研究倫理教育を実施する。また、研究倫理教育責任者は、誓

約書の適正な管理を行う。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 研究ノートなど研究に用いた資料（あるいは試料）の適切かつ実効的

な運用を行う。 

【研究者】 

 研究者は、本学の規則や所属する学会の指針等、研究ルールを遵守し

公正に研究活動すること等について意識向上を図るため、本学及び研

究倫理教育責任者が提供する研究倫理教育を受講する。また、常勤教

員及び研究に従事する非常勤職員は、別紙「公正な研究活動に関する

誓約書」を研究倫理教育責任者に提出する。 

 
【研究倫理教育責任者】 

 研究倫理教育責任者は、研究者等に対して研究ノートなど研究に用い

た資料（あるいは試料）の管理・保存を適切に行うよう周知する。 



 
 
 
 
公正研究総括責任者 殿 

研究倫理教育実施計画等実施状況報告書 

 年 月 日

研究倫理教育責任者 

○○○研究院長 □□ □□ 

 

○○年度の研究倫理教育実施計画及び研究倫理教育実施具体策の実施状況について、下記のとおりご報告致します。 

記 

1. 学内の責任体制の明確化 

研究倫理教育実施計画 研究倫理教育実施具体策 実施結果 

◎ 毎年度始めに、研究者らに研究倫理の体制を周

知し、適宜必要な研究倫理教育を実施し、不正

行為の予防に努める。 

 

 

 
 

◎ 研究倫理教育責任者の交代後も、後任者にも責

任・権限について十分認識させる。 

【研究倫理教育責任者】 

 毎年度、最初の教授会等で研究倫理の体制を周知す

る。また、研究倫理教育を初めて受ける研究者等へ

適切に教育を実施する。 

 

 

【研究倫理教育責任者】 

 研究倫理教育責任者の交代時には、十分な引継ぎを

実施する。 

□ 実施済 □ 未実施 

未実施の場合は理由をご記入下さい。 

 

 

 

 

 
□ 実施済 □ 未実施 

未実施の場合は理由をご記入下さい。 



2. 不正行為を抑止する環境整備 

研究倫理教育実施計画 研究倫理教育実施具体策 実施結果 

◎ 本学の研究倫理教育実施計画及び研究倫理教育

実施具体策並びに行動規範について、認識の向

上を図る。 

 

 

◎本学及び研究倫理教育責任者が提供する研究倫

理教育を研究者に対し定期的に実施し、本学に

所属する常勤教員及び研究に従事する非常勤職

員に対してはその内容の理解に関する誓約書を

提出させ、意識向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 研究ノートなど研究に用いた資料（あるいは試

料）の適切かつ実効的な運用を行う。 

【研究倫理教育責任者】 

研究倫理教育実施計画及び研究倫理教育実施具体策

並びに行動規範についてリーフレット等で周知徹底

し、研究者の認識の向上を図る。 

 
【研究倫理教育責任者】 

 研究倫理教育責任者は、研究者に公正な研究活動に

関する基本的事項を理解させ、意識を向上させるた

め、本学及び研究倫理教育責任者が提供する研究

倫理教育を実施する。また、研究倫理教育責任者

は、本誓約書の適正な管理を行う。 

 
【研究者】 

 研究者は、本学の規則や所属する学会の指針等、研

究ルールを遵守し公正に研究活動すること等につ

いて意識向上を図るため、本学及び研究倫理教育責

任者が提供する研究倫理教育を受講する。また、常

勤教員及び研究に従事する非常勤職員は、別紙

「公正な研究活動に関する誓約書」を研究倫理教

育責任者に提出する。 

 
【研究倫理教育責任者】 

 研究倫理教育責任者は、研究者等に対して研究ノー

トなど研究に用いた資料（あるいは試料）の管理・

保存を適切に行うよう周知する。 

□ 実施済 □ 未実施 

未実施の場合は理由をご記入下さい。 

 

 

 

 
□ 実施済 □ 未実施 

未実施の場合は理由をご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 
□ 実施済 □ 未実施 

未実施の場合は理由をご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 実施済 □ 未実施 

未実施の場合は理由をご記入下さい。 
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